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東
予
港
の
港
湾
整
備
に
関
す
る
質
問
主
意
書

東
予
港
は
昭
和
三
十
九
年
の
東
予
新
産
業
都
市
指
定
以
来
、
地
域
の
産
業
活
動
や
人
的
交
流
を
支
え
る
重
要
な
拠
点
と
な
っ

て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
中
、
東
予
港
の
中
央
地
区
に
、
船
舶
の
大
型
化
に
対
応
で
き
る
耐
震
機
能
を
備
え
た
水
深
七
�
五
ｍ
の

岸
壁
「
複
合
一
貫
輸
送
タ
ー
ミ
ナ
ル
整
備
事
業
」
が
完
成
さ
れ
、
地
域
経
済
や
防
災
の
拠
点
と
し
て
も
大
い
に
期
待
さ
れ
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
東
予
港
に
お
い
て
は
港
湾
計
画
策
定
か
ら
十
年
以
上
が
経
過
し
、
目
標
年
次
で
あ
る
平
成
二
十
年
度

後
半
が
過
ぎ
て
お
り
、
地
元
よ
り
東
予
港
、
と
り
わ
け
西
条
地
区
の
整
備
に
つ
い
て
強
い
要
望
が
で
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
れ
を
踏
ま
え
、
以
下
質
問
す
る
。

一

東
予
港
の
四
国
に
お
け
る
物
流
及
び
防
災
の
拠
点
港
と
し
て
の
役
割
を
十
分
に
果
た
し
、
も
の
づ
く
り
産
業
を
支
援
す
る

う
え
で
新
た
な
港
湾
整
備
の
重
要
性
に
つ
き
、
政
府
の
認
識
を
示
さ
れ
た
い
。

二

地
域
経
済
の
発
展
及
び
住
民
の
安
全
・
安
心
な
生
活
の
た
め
、
今
後
必
要
と
さ
れ
る
岸
壁
、
防
波
堤
、
航
路
泊
地
等
の
整

備
、
こ
れ
ら
港
湾
施
設
を
整
備
す
る
過
程
で
発
生
す
る
浚
渫
土
砂
等
の
処
分
、
併
せ
て
企
業
誘
致
の
受
け
皿
づ
く
り
の
た

め
、
埋
立
地
が
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
整
備
計
画
の
立
案
が
必
要
と
な
る
が
、
政
府
と
し
て
そ
の
支
援
と
策
定
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
の
見
通
し
を
示
さ
れ
た
い
。

一



三

ふ
頭
用
地
（
五
�
九
ｈ
ａ
）
を
公
共
岸
壁
と
し
て
使
用
す
る
に
必
要
と
さ
れ
る
ひ
う
ち
大
橋
に
臨
む
泊
地
（
水
深
五
�

五
ｍ
）
の
整
備
の
見
通
し
（
完
成
時
期
を
含
む
）
を
示
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

二


